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Topic　2

Delivery

ゼ ネカ株式会社農薬事業部　　　　　中原　武良
ア グ ロ カ ネシ ョ ウ株式会社研究部　　　渡部　忠一

ア グ レ ボ ジ ャ
パ ン 株式会社研 究開発 部　鎌田　泰裕

冂本 曹達株 式会社小 田原研 究所　　　 鈴木　雅博

　 トピ ッ ク 2，デ リバ リ
ー

は 4題の 招待講演 （2S）と五つ の ボス

タ
ー

セ ッ シ ョ ン （2A 液体 製剤，2B 固休 製 剤，2C 生物効 果 関連，

2D 施用，適用 法，2E 分析科学）で構成 されて い た．

　ポス タ
ー

セ ッ シ ョ ン の 発 表内容を表 1に 示 すが
， 発 表数は そ

れ ぞれ の セ ッ シ ョ ン で 29，14，15
，
29，7題 及 び 招待講演 4題

の 合計 98題で あり前回の 発表数 81 を多少 h回 っ た．全体的な

印象と して 前回に 比較して 新技術に 対す る発表が 少なく，よ り

深く掘 り
一
ドげた基礎的な （例えば生物効果増強の た めの ア ジ ュ

バ ン トの 研究等）研 究発 表 が 多 くな っ て い た．

　国別の 発 表数 をみ る と，ア メ リカ とイ ギ リス が段 突 に 多く

各々 35題 ドイ ツが 7，中国，フ ラン ス，ニ ュ
ー

ジ
ーラ ン ド，ス

ロ ベ ； ア，「1本が各 2，ベ ル ギー，ロ シ ア，マ レ ー
シ ア，ブ ラジ

ル
，

ベ トナ ム，イス ラエ ル
，

ス イス が各 1題 の 発表 で あっ た．

　 組織 別 の 発 表数 を 見る と，今 回 は大学 及 び公 的研 究機関 か ら

の 発表が 前回に比 して 著 し く増加 してお り， 約 30題 で あ っ た．

会社関係 で は Zeneca，　Dow 　Agro，　AgrEvo の 発表数が 1ト 14

題 と 多く， 他では Novartis，　 DuPont，　 Rhone−Poulenc，　 Exxon，
Wes こvaco 等の 発表が 凵に っ い た．

　 トピ ッ ク 2 関連の 日本か らの 出席者は非常 に 少なく5〜6 名

を数えるの み で，また 発表数も2題 の み で あっ た．テー
マ が テ

ー

マ だ けに 発表し難い と も思われ るが，日本か らの い っ そ うの 参

加が 内外 と もに 期待 され て い た．

　 なお，本まとめ に 当た っ て，2A を渡 部，2B を鎌田，2D を鈴

木，2S ・2C ・2E を 中原が 担 当 した．

表 1 製剤
・
施用法関係報告内訳

サ ス ペ ン ジ ョ ン （SC，　CS）

エ マ ル ジ ョ ン （EC ，　SE，　EW ，　W ！0 ）
水和性顆粒 （WDG ，　SG）

放出制御，粒 剤，錠剤

その 他成分 （活性 剤，ア ジ ュ バ ン ト，担体 等）

施 用法 〔散布法，防 除法，ドリフ ト，UV ）

付着，取 り込み ， 移行

分析及 び 試験 方法 （物性，有効 成分，活性剤）

コ ン ピュ
ーターに よる製 剤設 計

その 他

ii！
】il

合　計 合計　 94 （4）

（ ）招待講演

2S　招 待 講 演

　8 月 3 日 月曜 日午後，下記 4 題の 講演が 行 われた．

　S2．1．まず California大学 Davis校 （USA ）の Hammock 教

授が
“ lmpact　of　Biotechnology　on　Pesticide　Deliverジ　とい うタ

イ トル でバ イ オテ ク ノ ロ ジー （遺伝 子組み 替え技術）を用 い て

の 害虫 防除 等に つ い て発 表した．

　現在，世界的に 12種類の 作物 につ い てバ イオテクノ ロ ジ
ー

を

用 い た 48 の Productsが 試 験 さ れ て お り，こ こ 2年 間 で 約

10，000 の 試験が なされて い る．主に   除草剤抵抗性の 作物 と 

バ キュ ロ ウ イル ス （核多角体ウ イル ス ）に よる 殺虫の 話 が 中心

で あ っ た が，他 に も  害虫抵抗性作物  食品の 品質向上 の た め

の 遺伝子組み 替え技術に つ い て も触れられ た．

　バ キュロ ウ イル ス に つ い て は その 遺伝子操作に より夜蛾 類へ

の 効 果発現速度が 速 くな る事か ら，ICM （lntegrated　Crop　Man−

agement ）の 観点 に お い て 有効 で 適 応 可能な技 術で あ るこ とが

強調 され た．また同時に遺伝丁組 み替え技 術 に対す る
一
般大衆

の
“
不安感

”
を科 学者が 十分に 聴 くこ と，真の 危険性 と予測に

基づ く危険性の 違い を明確 にするため の 研 究が 極め て重要 であ

るこ と も強調 された．結論 として現 存す る技術 との 経済的競合

性 に よ っ て遺伝 子 操作 バ キ ュ ロ ウ イル ス の 役 割が 明確に なる と

しなが らも，殺虫の た め に 遺伝子 を使用 す る方向性は 将来の 農

業に お い て 確 固た る地位 を築 くだ ろ うと まとめ た．

　S2．2．っ い で，　 BBA 　Braunschweig（独 ）の Dr　H 　Gazelmeier

カ
f “

Plant　Protection・Current　Stute〔》f　ApPlication 　Technology

＆ Innovatlons
”

とい うタ イトル で新 しい 製剤施用法に つ い て 紹

介した，現在，ヨ
ー

ロ ッ
パ とア メ リカに お い て は農薬散布の た

め，主に Field　Sprayer（Horizontal　Boom　sprayer ）と Air−assisted

sprayer （Venical 　 nozzle 　bars）が 用 い られ て い る．　 Targetとす る

茎葉部に 付着 で きる農薬 の 量 は それ ぞれ 約 60％と 50％で，か な

りの 部 分 が 地 ヒに 落 下 （約 25％），また は 空 中 に ドリフ ト （約

to％）して い る．植物 体 へ の 付着 を効率 的 に行 う，また は ドリフ

トを少 な くする 目的で コ ン ピ ュ
ーターを用 い ての タ

ー
ゲ テ ィ ン

グ
，
セ ン サ

ー
で コ ン トロ ール した 薬液散布 ，

Screen　Sprayer等が

採用 されて きて い る．例えば Screen　Sprayerでは微少 ミス トを

リサ イクル するこ とに より地上 へ の 落下率を約 8％，ドリフ トに

よる ロ ス を約 2％に減少する こ とが で きた と して い る．現在 EU

に よっ て 散布機 を再評価す る た め の ワ
ー

キ ン グ グ ル
ープ

（CEN ： European　Committee　for　Standardizution）が 設置され

て い るが ，目的に 合致した 散布機 を容易に 選択する方法 と して

彼 は，
」
℃ olour−Coded　Drift　Classification　Nozzle

”
法 を提 案 し

て い る．

　S2．3．次 い で E．1，　DuPont の Dr，　T．　Woods 氏 が
“
The　FQr−

mulator
’
s　Toolbox− Product　Form 　for　Modern 　Agricu］ture

”
と

い うタイ トル で近 代農業 に適する環 境 に や さ しい 製 剤形 態を紹

介 した．

　種 々 の タイプ の 製剤の 長所 と短所 を紹 介 した上 で，既存製剤
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の 持っ て い た 短 所を カバ ー
す る た め に ， 最近， 水 和 性 顆 粒

（WDG ）， 無希釈微 量散布剤 （UL ＞，エ マ ル ジ ョ ン （EW ）， カプ

セル サ スペ ン ジ ョ ン （CS）， 水 溶性 包装 （WSB ）， 錠剤 （TB ）が

開発され幅広 く使用 され てい る．また ， 最近の 新しい 技術 とし

て ミクロ エ マ ル ジ ョ ン （ME ），サ ス ポエ マ ル ジ ョ ン （SE），ゲ ル

製剤が 開発 され てお り，近い 将 来重要 な製剤 となる と した，更

に将来にお い て は，作物におけ る ドラ ッ グデ リバ リーシ ス テム

（DDS ）を考慮 し た 製剤及 び tntegrated　Crop　Management に 対

応 で きる 製剤 が 重 要に な る と報告した．例えば，  Biological

Agentsを含有 す る製 剤，  Trigger　 Release　 Techn。logy， 

Film（Tape），  New 　Adjuvantが 必要 に な る とした．

　S2．4．　 Hannover 大学 （独）の J．　SchUnherr教 授が
“Modelling

Foliar　Penetration；Its　Role　inOptimising　Pesticjde　Delivery”と

い うタ イ トル で植物 の農薬取 り込み に及ぼ す要因につ い て紹介

した．

　茎葉に 散布 された 薬剤の 標的部位へ の 到達をモ デル 化するた

め に は   葉表面に散布された 液滴の 形態，  表面での 輝散及び

固着，  クチ クラ層を通して の 浸透，  ア ポプ ラス ティ ク な拡

散，  細胞質内へ の 取 り込み，  移行膜へ の 付着及 び 通過， 

導管 とか ふ るい 管 内 で の 長 距離移 行，  最終的 な細胞組 織 とか

活性 部位 で の 反 応性 を考慮す る必要 が あ る．それ ら数多 くの 要

因 の うちで T   クチ クラ層を通 して の 浸透 性 を中心 に 話 が進 め

られた．要約する と，   農薬の オ ク タ ノール 分 配係数は茎 葉か

ら の 取 り込み の 指標 に は な らない
，   茎葉 面 へ の 付着量 と クチ

クラ層へ の 分配率が取 り込 みに 関与す る，  農薬分 子 の極性 は

移動性に 関ケして い ない ， 
一

つ の 植物に対す る移動性 の 重要

なパ ラメ
ーター

は農薬の モ レ キュ ラ
ー

サ イズ である， 
一

つ の

農薬 の 移 動性は試験 に 用 い た 植物種に依存して い る，  分子サ

イズ，試験時の 温度，湿 度が 農薬の 浸透性に 関与して い る， 

試験 す る植物に よ り浸透
・
移行性が 異なる こ と 等，数多くの デ

ー

タを用 い て 紹 介 した．また 農薬 の 挙動 に 及 ぽ す Adjuvantの 影

響 につ い て も触れ，クチ クラ層を溶解 させ る機 能 を有する Ad −

juvantは農 薬の 植物 内 へ の 浸透 性 を向上 させ る と報告 した．

ポ ス ター2A　液体製剤

　 ポ ス ター2A で は，合計 29の 発表が 成 され た．ポ ス タ
ー

の 内

容を大別する と，SC 　8件 （非水系を含む〉，　 EW 　4件，　 SE　3件，

可溶化 製剤 〔ME を含む）3件，　 MC 　3件，界面活性剤 3件，溶

剤 2件及 び その他 3 件 （中国製剤 動向
・WSB ・

剤型選択）で あ

っ た．以下，こ の 順 に主要 な内容を紹 介する．

　（1） SC 関係 （非水系 を含 む）

　J，H ．　N ．　Hammond ら　〔Zen  a，2A・020）は SC の 安定性 改良

に 用 い られ る天然 （Na 一
モ ン モ リロ ナ イ ト）と合成 （ラ t ナ イ ト

RD ：合成ヘ ク トラ イ ト系ク レ
ー

）ベ ン トナ イ トの 水 懸 濁 液の

レ オ ロ ジ
ー的挙動 を比較 した．Na一モ ン モ リ ロ ナ イ トで は 弾性

率 （G
’
）は高 ず り応 力 と低 ず O応 力で大きい 差が あ る が ラポナ

イ トRD で はほ とん ど差が な く，logG’〜logの （の ：容量分率）

は 直線関係 を示 した．

　M ，Faersら （AgrEvo，2A −022〕は SC の モ デル として，　 PEO−

PPO −PEO 〔PEO を変化させ た）と HEC を使用 した potystyrene

ラテ ッ ク スの安定化機構を検討 し，
PEO −PPO −PEO が 高分子量

ほ ど 「堅 い 」吸着層を発生し，低 HEC 濃度で は flocculationを

生 じ易い 傾向を示し，遊離 ポ リマ
ー

が 少ない ほ ど安定化す る と

報告 した．

　1．W ．　Doeringら （Westvaco，2A −023）は Kraft−lignin！Supar−

agil　WPfKelzan を配合 した水 酸化 銅 ・Atrazine・chlorothalonil

の SCs の 長 期貯蔵安定化 と溶 液微細構造 との 関厘を研 究 し，ク

リープ 回復値が重要 な指標 で あ るこ とを示 した．

　H ，T ．　Delli　Colliら （Westvaco，2A −024）は，0．9〜O．95 モ ル ／

kg の カ ル ボ キ シ ル 基 を含 有するス ル フ ォ ン 化 ク ラ7 ト リグ ニ

ン の chlorothalonil （600　g〃）SC 中の Ca イオ ン との 相互 作用

を検 討 した．Ca イ オ ン は 3濃度水 準 で ligninと定量 的に 反 応

して 安定性 を変化 させ るが ，Xanthum 　gurnの 加用 に よ っ て安定

性 が増大する こ とを示 した．

　A ．S．　 Luk （Zeneca，2A・026）は atrazine 　41％十 界 面活性剤十

Thickener＋EG か ら成 る SC をモ デル と して ，
40℃ におけ る安

定化機構 を界面 活 性 剤 と増粘 剤 の レ オ ロ ジ
ー

特性 か ら解析 し

た，双方 の 組 み合 わせ が重 要 であ るが，粒 了間 の 凝 集エ ネ ル ギ

ー
と粒子 分離は逆相関する傾向があ り，また長期保存安定性 に

は粘度自体はあまり意味を有せ ず，storage 　modulus 〔G
’
）30　Pa

以上，loss　modu 豆us （G
’「
）IO　Pa以 上の 特性が 長期安定性に 重要

で あ る こ と を示 した．

　S．　Patelら （AgrEvo，2A ・OI9）は安定な Fluquinconazoteの オ

イル SC に つ き報告 した．粒子 フ ロ ッ ク を形 成 して 沈降を防止

する液体構造 と，散布時水中で容易に フ ロ ッ ク を解体 して 分散

し安定化する相反 する二 つ の 要因の 調和を試み，各種 オ イル ，

Attagel　50及び構造化 促進斉［1として の 水 5．5％の 添加が 有効 で あ

るこ とを報告 した，農薬粒 丁一径 は 0．14μm とな るまで枌 砕 し安

定 なオ イル SC を得た．

　尚，ポ ス タ
ー

セ ッ シ ョ ン 2B に SC 関連 の 発 表が 見 られ るの で

紹介する．S．　Delong ら（Zhejiang⊥ 科大 学，2B−012〕は triazaol−

one −thiram ．　tricyclazole−IBP 及 び quinclorac−bensulfuronの SCs

の レ オ ロ ジー特性 を測定 し，艮期保 存 安定 化 の た め に は，ず h）

速度
一
ず り応力図に お け る ビ ン ガ ム 流動特性 と非 ビ ン ガ ム 流 動

特性 の 相 対的挙動が 重要で ある こ とを示 した．

　  　EW 関連

　G ．T，　Dimitrovaら （AgrEvo，2A −OIO）は 安定な水 1ト1エ マ ル

シ ョ ン の 形成 に於け る液晶の役割を検討した．　Synperonic　A7 ＋

Isopar　M の 混 合物 を水 に希釈 して作成 したエ マ ル シ ョ ン に お

い て，ミセル は球状 ・
ロ ド状 ・2重層の 形 状 を取 るが swollen

lamellar　micelle を経 て乳化 され る．　 Synperonic濃度が高い と

lyotropicな液晶を経て大粒子 の エ マ ル シ ョ ン に 成 るの に 対 し

て，濃度が 低 い と lumellar相 を形 成 し，粒 径が 小 さ くて安 定 な

エ マ ル シ ョ ン と成 っ た．

　S．Lubetkinら 〔Dow 　Agro，2A −012）は ， 安定な農 薬エ マ ル

シ ョ ン を作成 す る新技術 と して 単
一粒径 ラ テ ッ ク ス製造法を適

用 し，液体農薬をラテ ッ クス粒子表面に 付着させ て安定化す る

手法につ い て発 表 した．

　P．Mulqueen ら （Dow 　Agro
，
2A −Ol3）は ノニ オ ン 性 界 面活性

剤 で乳化 した トル エ ン 及 び 芳香族溶 剤 に 溶 解 した chlorpyri ・

phos の エ マ ル シ ョ ン の Ostwald　ripening を防止す る要因 を検

討 し た．Polystyrene　（toluene！chlorpyriphos ），　polybutene，

octadecylmethacrylate ，　polyvinylstearate，　PPO 等の 安定化剤が

粒径 成 長 を抑 制 した と報告 した．

N 工工
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　A ，Fowlesら　（Dow 　Agro
，
2A −014）は，　 Ostwald　ripening が

オ イル の 水相へ の 溶解とオ イル の 界面活性剤へ の 溶解 に起 因 し

て エ マ ル シ ョ ン を不安定にするが，鋳型 （template）乳化法 を用

い る こ とに よ り安定化で きる とした．ノ ニ オ ン 性 界面活性 剤で

乳化した ミネ ラル オ イル また は polybuteneエ マ ル シ ョ ン （tem −

plate）の 中へ 界 面活性剤 と油状有効成分 混 合物 を添加 して，緩

や かに麗拌するこ とに より安定なエ マ ル シ ョ ン を得た．

　LTaisne ら （Rhone・Poulenc，2A ・Ol5）は 多成分系エ マ ル シ

ョ ン の 不安定化要 因 を tetradecane／1−bromotetradecane＋ SDS

の 系で懈析 した 結果，予想 され る Ostwald　 ripening よ り100〜

1000倍早い 粒径 成 長の 発生 を観察 した．こ れ は 混 合エ ン トロ ピ

ー
の 差に 依存し，各成分 の 輸送が 相互 に 起 こ るこ とに起 因す る

と報告 した，

　（3） SE 関連

　G ．Menschelら　（Fachgruppe　Chemische　Mittelprufung，2A −

016）は ドイツ に於ける SE 製剤の 物性検定法 と して採用 されて

い る CIPAC 法 〔  有効成分，  密度 （20℃fMT3・3），  PH

（MT75 ），  流動「生，　pourability（MT148 ），  分散安定性 disper−

sion 　stability （MTI80 ），  湿 式篩 試験 （MT59 ・3），  泡安定性

（MT47 ・2），  54℃ 安定 性 〔MT46 ・1），  0℃ 安定性 （MT39 ・

D〕の 有効性につ き報告 した．

　J，Curry ら （ISP，2A −Ol7）は chlorothalonii ，〆atrazine ！carbaryl

等の 低融点農薬の SE を検討 した．Methylvinylether−monoalkyl −

maleate 　copolymar （VEMA 　SE42）＋ 界面活性 剤 （Agrimcr　301

PluronicP140等〉＋ キサ ン タ ン ガム の 如きポ リサ ッ カ ラ イ ド等

の 処方で安定化 で きるこ とを示した．

　S．Patel〔AgrEvQ，2A −018＞は Huquinconazole！proch且oraz を

含有す る SE の 散布施用時に ノ ズ ル 閉 塞 を誘 因 する heterofloc−

culation 発 生につ い て 報告した．その 原 因 は polymer吸着相強

度が 不 充分 で あ るため と分散剤の 相互 交換に よ るもの で ある と

した．その 防 止に POE −TSP ／POE −TSP 　phosphate＋DBS −M （Ca）

塩 の 混合 系 が有効 で ある こ と を示 した．

　（4） ME （可 溶化 を含 む）関連

　D ．K ．　Rodham ら （Zeneca，
2A −009）は 温 度不感 受性 ME の

開発に つ い て 発表 した．温度依 存性の ない 可 溶化状 態 をヘ プ タ

ン ／NaCl 溶液系で 検 討 し，
　 Aerosol　OT 及 び POE 　dodecylether

を用 い て作成す るこ とに 成功した．しか しなが ら希釈 液で は

Ostwald　ripening が起 こ っ た．

　D ．1．Jon ら usp，2A −027）は散布液 として安定な溶液を形成

し，効 果 を増強す るた め，軽質パ ラフ ィ ン 油及 び植物油中に 有

効成分 （Amitraz，　 Pyrethroids）を可 溶化 した 「ready 　 to　 use ：

pour−Qn 」型低粘 度オ イル 組成物の 調製 を試 み た，　Agrisol　EX −1／

2＋sorbitan 　trioleate＋ N −alkyl 　pyrrolidonesか ら成 る ロ∫溶 化 剤

を開発 した．

　 J．Vieiraら （Dow 　Agro，2A −028）は 不溶性の fiuroxypyr　BP！

triclopyr　BEIpicloram 　lO と水溶性 2，4−D 　DMAItriclepyr 　TEAI

MCPA 　DMA ／mecoprop 　DMA を含有す る安定な可溶 化混 合製

剤を開発 した，調 製の ため Dowanol　PnB ＋ EO −PO 　b］ockpoly −

mer ＋ POE 　fatty　alcohol ＋ 水等が 用 い られ た．

　 （5） MC 関連

　 H ，B．　Scherら　（Zeneca，2A−002）は Lambda −cyhalothrin を含

有 す る slow −release 型 （防疫用）と Fast−release 型 （農薬用）の

マ イク ロ カ プ セ ル につ い て発表した．Polyfunctional　isocyanate

monomer ＋ TDI を膜形成物質 と して MC を調整し，粒径
・
膜

厚
・重合度 等を最 適 化す る こ と に よ OFast型 （Karate　25CS ；2，6

μm
・140　mPa ） と Slow 型 （lcon　lOCS ； 12．O μm

・80　mPa ） を

得 た．

　R ，A ．　Verbelen（Exxon，2A −004） は MC か らの農薬 の 放 出制

御 を行うため に 各種溶剤の 使 用 につ き検討 した．溶剤 系 の 選 択

に よ り放出速度を制御 し， 毒性 ・リ
ーチ ン グ ・効 果等 を最 適化

した．

　（6） 溶剤
・
界面活性剤関連

　R．A．　Verbelenら 〔Exxon，2A−005）は 240〜260℃ で分留し

た 脱芳 香族炭 化水 素系溶剤を用い て 製 した EC ，　CS ，　ME ，　SL の

生 物効 果 に つ い て 報告 した．ME と CS に つ い て こ の Tallor

made な溶剤 は通 常 の パ ラ フ ィ ン 系 溶剤に 比べ て優 れた 除草効

果 を示 した．

　P．D ．　Frisch（Exxon，2A −006）は オキ ソ ア ル コ
ー

ル ア セ テート

（Exxate）が 最近農薬製 剤 用 溶 剤 と し て EPA で 許 ロ∫さ れ た

〔40CFRl80 」001（d）〕こ と， 及 び その 溶解力，低 温 流動 性，低蒸

散性等か ら製剤用溶剤 と して使用 で きる こ とを示 した．

　R ．A ．　Downerら （オ ハ イオ州 立大学，2A −007）は arnino 　acid ，

sarcosine ，　N −methyl 　glycine及 び fatty　acids か ら合成 さ れ る N−

acyL 　sarcosinates が優れ た界 面活性
・
低刺激性 ・低毒性 ・低魚毒

性
・
良好 な生分解性 を持つ こ とか ら，湿展剤 ， ア ジ ュ バ ン ト等

と して 使用 価値が大きい こ と を示 した．

　J．A ．　Zabkiewiczら （Forest　Research 且nstitute ，2AK）08）は ア

ジ ュ バ ン トと して 使用 さ れ て い る trisiloxane　ethoxylates の
一

般 分解 経 路を ESMS ，　NMR を用 い て追求 し，　pH7 ．0 で は 安定で

あ るが ， 酸性 ・ア ル カ リ性 で は加 水分解が 起 こ り，生成 したエ

トキ シ レ
ー

トは グ リ コ
ー

ル に まで容易に 分解 され る と報 告 し

た．

　（7） その 他

　C ．Y ，　Hong ら （NSCC ，2A −00D は現在中国の 農薬生産量は

ai　250，  トン 以 上の 生 産量で，殺虫剤 74％，除草剤 13％，殺菌

剤 10％，そ の 他 3％ と見積 もられ，製剤型 も従 来 の EC ・WP ・SL・

DP ・GR か ら EW ・SE ・SC ・FS ・WG ・CS 等へ の 改良が Nanshen

Chemical　R＆D 一
中国政 府

一UN 等の 共 同計画で急速に 発展 して

い るこ とを示 した，

　 R ，R，　Landham ら 〔Zeneca，2A −003）は液状 製剤の WSB 包

装化を可能に する ゲ ル化 技 術 に つ い て 述べ た．ゲ ル 化の ため の

thickning剤 と して poly−acrylate ，　 Kelzan，　 Bentonite，　 Aeresol

OT −B
， 合成 silica，界面活性剤 を用 い るこ とに よ ワ WSB か らの

リーキン グの 少ない ゲ ル 製剤 を得た．WSB の 溶解速度 は 3分 以

内との こ と．

　 G ．Banks ら （Dow　Agro，2A −029）は農薬の 物性 特に融点 と

製剤型の 選 択 に つ い て 述べ た．fluroxypyr　estersは 融点が低 く

（methylheptylester ：58− 60℃ ），　 EC （30  〜720　g！1）や WP （400

g〃）に 製 剤 され，また sc （360　g〃）や Ew （400　g〃）も可能

で あ る．しか し，融点が 低 い た め に 固形 製剤にす る こ とは難 し

く，高融 点 を もつ エ ス テ ル にす る必 要 が あ る と報告 した．

セ ッ シ ョ ン 2B　固体製剤

　本セ ッ シ ョ ン で は，穎粒 水和 剤 を中心 と して 14 件 の 発 表 が エ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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ン トリーされ た が，そ の うち 1件は発 表 されなか っ た．また 1件

は 7 ロ ア ブ ル に 関する 発表で あ っ た の で 2A の 中で紹 介 した．

　 世 界の 農 薬業界 の 中核をなす欧米の メーカーに と っ て 固体製

剤 とは ， 散布時に ユ
ーザ ー

に よ っ て水 へ の 希釈が行 わ れ る濃 厚

製剤で あ る粉 状 の 水 和剤 （WP ）と微粉の 飛散 を防ぐ目的で開 発

の 進む顆粒水和剤 （WG ），さ らに それ をお し進め た タブ レ ッ ト

剤 （TB）を意味し，10件はそ れ らに関する もの で あ っ た．内分

けは WP2 件（ベ イ 1・の 散布剤を含 む），　 WG6 件，　TB1 件，生物

農薬 の 安定化に 関す る 1件で あっ た．その 他に 粒剤か らの 放出

制御 につ い ての 報告等が 成 された．

　 K．C，　Lin ら （Zeneca，2B−00D は初め ての 業務 用殺 虫 剤 タブ

レ ッ トで あ る
“Pestab

”
を開発 した．こ の 製 剤 は，発 泡技術 を使

わ ない こ とに よ り発 泡 型の 製剤 に 比 べ て 水分 に 対 す る保 存安定

性が 向上 し，発泡 させ ない に もか か わ らず良好な分 散特性 を確

保する こ とが で きた．こ うして 調製され た製剤は使用場面 の 作

業 性や 安全性 を向上 させ た だ け で な く，流通費用の 削減や ， 包

装材料の 廃棄の 簡便化 に も寄与 した．総 合討論に お い て，究極

に近 い 製剤形 態 で あ る TB の 将来性 に つ い て も議論が 行 われ

た．一
般 的に は初期 の 分散性の確保に問 題が多い との 意見が 出

され たが ， こ の 分 野へ の 挑戦は今後増 えて い くもの と結論さ れ

た．

　 WG につ い て は，その 製剤技術が なお発 展途 上 の もの で あ り

関心の 高い 分野で ある こ と をうか が わ せ た．内容 的 には WG の

初 期分 散 を理 論的に 捕 らえて改 良の 手段 と しようとした もの が

2 件，製剤処 方に 用 い る成分 の 報告 3件，溶出制御 に 関す る報告

1件 で あ っ た．製造方法 と しては Spray　dry と，　 Extruslonを用

い た報 告 が 多 く，Pan　granulationに 言及 した もの もあっ た．

　G ．Be］1ら （Zeneca，2B −006）は WG の 自己分 散過程を考察 し，
接触角や 界面張 力は 自己分散過程 には あ ま り係わ っ て おらず，
分 散剤 や粘結剤 の 溶解速度が 重要 である こ とを示 した．自己分

散の 速度は WG の 粒 の大 きさ や，分散剤の 量，粘結剤の 溶解速

度に 依存 してお り，水和性 を良くする た め に，ぬ れ剤 に よっ て

低 い 界面張力を生 じさせ るこ とが 自己分散の 改善 に重 要 で あ

る．

　H ．T ．　Delli　Colliら （Westvaeo，2B−004）は Extrusionや Pan

造粒 工 程 に お い て，WG の 初期分 散性，耐 磨耗性 に 及 ぼ す製 剤

時の 水分含 量，原材 料の 粒度分 布及 び分 散剤の 種類の 影響に つ

い て 報告 した．原料 の 粒 度，製剤の 空隙率， 嵩密度 との 関連 を

検討 し， 空隙率の 高い 製斉11は製品 強度が低 くな るが 良好な自己

分散性 を得 るこ とが で きる と報告 した．分散 剤 の種 類 と量の 選

択 と製造工 程 の 最適 化 に よ り良好な WG を得 るこ とが で きた．

　C．A ．　 Formstone ら （Zeneca，2B−003）は WG の 製造 に お い

て， 水 膨潤性の物質を添加す るこ とに よ りWG の 分散性が 良好

に な t）　，ひ い て は散布液中での sludge 形 成が 減 少 で きる と報告

した．濃厚製剤 を希釈した 際に 生 じる
“
sludge

”
は 希釈液の 均

一

な散布 を妨げ た り，ノ ズル の 詰ま りを起 こ す．WG で は 造粒の

た め に 圧縮 され た成分、特に 油状の 成分 を吸収 した キャ リア
ー

が 十 分に 分 散で きな い た め に 生 じ る粗 い 粒 子 が sludge を生 じ

させ る原 因と な るこ とが 多い ．特に WG を PVA フ ィル ム の 如

き WSB に 包装 した と きには sludge の 発生量が 多く水膨潤性物

質の 添加 が 重要 とな る．

　A ．　Lundstedt （Henkel，　2B−005）は Alkyl　polyg］ycoside一

Lignosulfonateの 混成物を調製した，こ の 混成物 を WG へ 適 用

した場合，   通常相反す るこ との 多い 初期分散 と物理 的強度の

バ ラン X を取 り易い ，  貯蔵後の 製剤で も分散性の 安定 した 散

布液を得 られ る，  Extrusionでの 添加水分が 少な くてすむ， 
PrerniXEure中で他の 成分 と混 合 しや すい な ど の 長所 を持 っ てい

る．各々 の分散剤を別々 に用 い た場合 よ り良好な製剤，すなわ

ち初 期分 散性 と物理 的強度の バ ラ ン ス の 取 れ た安定性 の ある 製

剤 を得 る こ とが で きた．

　 L．Talsneら （Rhone −Poulenc，2B−OIO〕は ， 液状 の 原体や 活性

成分 を高濃度 に 含有す る WDG の 開発 に つ き報告 した．シ リカ

を修飾するこ とに より新規の 液体原体吸収 剤 を開 発 し， こ れ を

用 い て従 来液体の 添加量が 25％以下で あ っ た の を 50％以．ヒに す

る こ とに成功 した．こ の 原料 は ポ リマ
ー

を含ん でい るため，分

散液中で親油性 粒子 の 分 散を安定化させ る こ とが で き る．

　 R．lLo ら （Zen  a，2B−009）は PVA を用い て 放出制御 した

（Microsphereと称す る）WG の 製造 方法に つ い て 報告 した．農

薬 を壁 で被覆 して 製する カブ
1

セ ル と同 様に，Microshereの 中に

農 薬 を分 散 させ る 技術も放 出制 御 の 手 段 と して 有効 で あ る と

し，その 技術 を用 い て の WG の 製造方 法 に つ い て 発 表 した．
PVA 溶液 中に分 散 した 農薬，クレ ー

， シ リカ，デ ン プ ン あるい

は デ ン プ ン 誘 導体，必要に 応 じて 乳化 剤 を加えて製した ス ラリ

ー状 物質 をス プ レ ー
ドライ法 で造粒 して WG とした．本技術は

WG 以外， 例 えば TB や 種子処理剤などに も広範囲に応 用 可能

なもの と考 え られ る．日本に お い て は，例えば水田除 草剤 の フ

ロ アブ ル とか WG 等 へ 放 出制御 能を付 与．す る等の 応用 が考 え

られ る．

　 D．K．　Rodham は （Zen  a，2B−002）は，微生物農薬の 製 剤方

法につ い て 発表した．生物農薬製剤の 場合，そ の 有効期 聞 を充

分 に 確保 す る こ とが 重要 な課題 で あ る．保存安定性が 温 度 と湿

度の 関数 と して 表せ るこ とを見 い 出 し，生物的活性の 安定性 の

予 測 を行 っ た．安定化 の た め には化 学的な製剤処方の 最適化の

み な らず物理 的 な製 剤構造の 最適化に よ り細 胞膜 を保護する配

慮が 必要で ある とした．水分含量の 少 な い 乾燥製 剤 とする事が

必須 と の こ と．

　A ．Musar ら （Ljubljana大学，2B−013）は修飾 した ジ ャ ガ イモ

デ ン プ ン を有効成分 とする冷 水 に もよく分散 し，可溶 で 低粘度
の 散布液を得 るこ とが で きる水和剤 を作 っ た，散布後フ ィ ル ム

が形成 され，デキス トリン で 昆 虫 を捕獲する等物理 的 に殺 虫効

果 を発 揮す る．こ の 製剤 儂 薬）は化学農薬 と違 っ て安全性 が

高 く，完全 に 生分解性 であ り，抵抗 性 が 発現 しない 長 所 を持つ ．
また界 面活性 剤 や化学農薬 と組み合 わせ る こ とに よ っ て 相乗効

果 を発揮 させ る こ とが で きる と報告 した．

　G ．T、　McQua 匸e ら （USDA ，2B−014）は ， 環 境へ の イン パ ク ト

が 少 な く対象外 の 昆 虫 へ の 影響 の 少 な い 散布 液 を検索 し

Phloxine　B−Protein　baitス プ レ ー
が 有効で ある こ とを見 い 出 し，

fruit　flyを効果的にFP制するこ とに 成功 した．これ らの 成果 は製

剤 技術 の み ならず農薬成分 の 見地か ら も注凵され るもの と思 わ

れ る．

　R ．Levy ら （LCMCD ，　2B−Olt）は Acrylamideや Acrylate等

に よっ て 作らkLる Superabsorberを使 っ て 溶 出制御能 を持つ 汚

染除去 剤を開発 し，本剤 を製剤用 の 担体 として適 用 した と きの

結果に つ い て報告 した．粉状や 粒状 の 製剤 は水 との 接触に よ っ
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て膨潤 し拡散制御機能を発揮する．Superabsorberの 材 質の 選択

や添 加剤 を加 える こ とに よっ て 適 当な溶出の パ ターン を得 るこ

とが ロ∫能 となる，こ の 技術 は放出制御あ るい は生きた有効成分

の 取 り扱い の 面か らも注目され る．

鎌 田 ら （AgrEvo ，2B・008）は，田面水中に施用 した Anilofos

粒 剤か らの 有効成分 の 溶 出に 及ぼ す製剤の 影響に つ い て 報告 し

た．粒剤施用後，出面 水 中 で の 有効 成分 濃度を経時的に分 析 し，

その 結果を速度 論的 に解 析 した上 で，水田 条件下 で の 粒剤の 形

状が 有効成分 の 溶 出パ タ
ー

ン に ど う係 る か 報告 した．水 田条件

下で は散布斉1］の 場合 と比 較 して，田面水 中の 農薬 成分 の 濃度 を

経時的に分析 す るこ とに より容易に農薬の 動態を把握する こ と

が で きる，ひい て は製剤を適正化す るこ とに よ り農薬 成分 を充

分に有効 利用 し， か つ 環境 へ の イン パ ク トも少 な くす るこ とが

で き る と考察 した．こ の 発表に は ア ジ アの み な らず欧米の研究

者ら も
一

定の 関心を示した．

ポ ス タ ー2C　生物 効果 関連

　本セ ッ シ ョ ン で は Adjuvantに 関す る 発 表が 6題，農 薬 の 付

着，取 り込み，移 動等の 作用機作に 関する 発表が 6題 の他，試

験方法に 関する発表 が成 され た．

　J．R．　 M ．　 Thacker ら （ペ イズ リ
ー
大学，2C・00D は 6種 の

Adjuvant （Agra］，
　Bond，　Codacide，　Li−700、　Silwett　L−77及 び

Head］and 　Guard）を用 い て Chlorpyriphosの 耐雨 性 の 増 強 につ

い て 検討 した．ラテ ッ クス タイプ の Bond及 び Headland　Guard

に 有為 な効果 が認め られ た．

　P．C ．　Feng ら （Monsanto，2C−002）は ラ ン ドア ッ プ改良製剤

の Ultraと Mon35085 の 植物へ の 吸収 移行 につ い て，タ ッ チダ

ウン を比 較対照 と して 試験 した．タ ッ チダウン の 揚合吸収移行

は極め て 遅く72時間継続 したの に対 して，Mon35085 は散布後

直 ち に 吸収さ れ，移 行 量 も多か っ た．吸収，移行の 速度 と効 果

発現時間との 問に柑関性 が有り
， 改良製剤で は 24時間後 に 効 果

が現れ た．

　R ，Lcvy ら （LCMCD 、2C−003）はセ ル v 一ス粒剤
“Bioduc

”

を用 い ての Control］ed 　delivery製剤に つ い て発 表 した，　 Biodac

の表面 を混合 ポ リマ
ー

で処理する こ とに より容易に放 出制御が

可能との こ とで，その 剤を
“
Matricap

”
と命名した．

　K ．Chamberlain ら （IACR，2C−005）は化 合物の 物性値 （Log

Kow と p如 に よ っ て 植物 の 根へ の 浸透性 が 異なる と報告した．

K 。w 　O．04　
一一　4．51 の 範囲の 化合物に お い て，　 pH5 の 溶液で は Kow

の 増加 に伴 い 浸透量が 減 少 す るの に 対 し，pH8 の 溶液で は 逆 に

増加 に伴 い 増加 した，

　R、1．Harrisら （AgrEvo ，2C−007）は麦の 葉 へ の Fluquincon−

azole 　SC に キャ リヤ
ーを加 えて 散布 した と きの 有効 成 分 の 取

り込み に つ い て，キャ リヤ
ー

無し を対照 として 比較試験 した．

キャ リヤーを加 え な い と きは最大約 5％しか 取 り込 まれ なか っ

たの に対 して，加 えた ときに は約 60％が 取 り込 まれ た．当然加 え

た ときの 方が 生物効果が 高か っ た．

　D ，Stockら 1：AgrEvo，2C−008）は Pyrimethunilの 輝散性に及

ば す数種 の マ トリッ ク ス 形成物質の 影 響に つ き試験 した．オ レ

イ ン 酸，ミリ ス チン 酸等の脂 肪酸が 有効 成分 の 輝散防止 に 大き

く寄 与す る と した．

　T，A ，　Ebert ら （オ ハ イオ州 立大学，2C−013）は 害虫の 挙動 と

農薬 液滴 の 付 着状 態 に よ り生物効果が 異な る こ とを発表し，そ

の 結果に 基づ く最適 な散布パ タ
ー

ン に つ い て 言 及 した．例えば，

Thripsの よ うに小食，
か つ 動きの 少 な い 害 虫 には高濃 度微細粒

子の 散布が効 果的であ るの に 対し，Lepidopteraの 如 き 1 カ所

に 止 ま る多食の 害虫には 低濃度大粒 了の 散布 が よ り効果的で あ

る こ とを報告 した．

　W ．Lankford （Rhone−Poulenc，2C−010＞は マ イクロ エ マ ル ジ

ョ ン 化 して 投与 され た Cypermethrinの ゴ キブ リ体 内 へ の 吸収

と分布に つ い て 発表 した．マ イクロ エ マ ル ジ ョ ン の 場合 ，
　Ojl−in−

water 層とクチ クラ層が 直接に 接触して 有効成 分 が直 ちに吸収

さ れ，組 織へ の 浸透 も速 い との こ と，処理 後 の ゴ キブ リ体内へ

の 分布割合 が 時間 の 経過 と伴に示 さ れ た．

　D ．Omar ら 〔Putra大 学．　Ma 且aysia ，2C・  12）は グリボサ
ー

ト

の 取 り込 み に及ぼ す有機 シ リ コ ン 界面活性 剤 （Pulse）の 影響に

つ い て報告 した．こ の 界面活性剤を用 い る こ とに よ り，Mission

Grassに対する付着量は 単独 の ラウ ドア ッ プ を散布 した ときに

比 して 71％上昇 した．また，
24時間後の 植物休内へ の 取 り込み

量も単独の 場合 に 比 して有為 に高 くなっ て お り，生 物効 果 の 増

強に 寄与した．

　S．Reekmans ら （1CI，2C −014）は，ア ジ ュ
バ ン トの 構 造 と生

物効果 と の 相関に っ い て報告した．Prirnary　alcohol 　alkoxylates

と alkenyl 　succinic　anhydride 　condensutes を環 境 に や さ しい 界

面活性剤 として選択 し，除 草剤，殺菌剤 と共 に 茎葉に 散布した

と きの 生物効 果につ い て 調べ た．界面活性 剤 の 持 つ 両 親媒性 の

構造が製剤の 付 着， 固着及 び 取 り込み に 関連 してお り，ひ い て

は生物 活性 に影響 を与え る と した．

ポス ター2D 　施用，適用 法

　本セ ッ シ ョ ン で は，29報の 発表 が成 された．内容は 多種 多様

で Applicationに お け る色 々 な物性 〔Foliar　impaction，　 Drift

reduction ，　 Droplet　 size　dLstribution，　 forliar　 retention ，　 Nozzle

height，　Surface　tension　and 　Viscosity） と Adjuvant種 及び散布

機種 と の 関係及 び 付着，取 り込 み，移行等の Delivery　 Mecha−

nism に 関す る発表 が 成 され た．

　A ．Fowles　（DowElanco ，2D −eOl）は，　 trifluralin ，　 linuron．

clomazone を含有した 除草剤 （CENTAURE 　EC ）の 隣接作物へ

の 薬害 を軽 減 する方法につ い て 発表した．原閃の
一

つ で ある ド

リフ トを引 き下 げるた め，Tank 　 additives ，　 Spray　 nozz 亘e　type，

Spray　pressure，　Spray　boom　heightに着日して検討し，　 Spray

boom の 高さ を調整す る こ とに よっ て ドリフ トをか なり軽減す

るこ とが で きた．

　L．M ，　Chau （CuuLong　Delta　Rice　Research　Institute．2D・004）

は，ベ トナ ム で の Fipronil製 剤の 稲害虫に 対す る効力に つ い て

報告 した．5％SC と 80％WDG を種子 処 理 した 場合，　 stemberer ．

thripsに 対す る効 力 が高 か っ た，特に，5％SC は約 45　H 間に わ

た Obrown　planthopperに よ る害を防い だ．また，　O．3％GR を土

壤処 理 した場合 に は ，
stemborer ，　thrips，　brown　planthopperに

対する効 力が 高か っ た もの の，caseworm ，　leaffolder，　whort 　mag ・

gotに対 して は効果が小 さか っ た．

　D ，A ．　Webbs ら （IACR ，2D−005）は，界面 活性 剤溶液を人豆

あ るい は エ ン ドウ 豆の 葉表面に 吹 き付け た ときの 液滴の 挙動に

つ い て報告した．その 結果，液滴 の 性質は Reyno】ds〔Re）Cons一
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tant と Weber （We ）　numbers で定義する こ とが で き，Re ＝ゴv ρ／

μ，
We ＝d〆ρ／γ（d，　droplet　diameter； v，　velocity ； ρ，　liquid

density；μ，　viscosity ；γ．　surface 　tension），　Re1
’67
！We＝104’04　f（）r

capture ，　Ret’67f　Me ＝103−3　for　boundとい う結論を導き出した．

　 A ．Felsotら （ワ シ ン トン 州 立大学，2D −008）は Drip　irrigation

systems 〔drip　chemigation ）を用い て イ ミダ クロ プ リ ドの 土 中で

の リーチン グ及 び 葉中で の 残留 量 につ い て 報告 した．土表面 か

ら 90cm の 深 さ まで イ ミダ クロ プ リ ドは検 出 され たが，120　cm

の 深 さで 全 く検出されなか っ た．Hopcorns へ の 残留量 は U ，　S．

許容 量 の 6ppm を下 回 る と い う結果 で あ っ た．

　N ．M ，　Westernら　（IACR ，2D・009）は，　 Adjuvant　oil を用 い

た と きの 散布液 滴の ドリフ トに っ い て報告 した．Oil と して 1

種 類の 鉱 物油 ，
3種 類の ナ タネ油，3 種類の ア マ ニ 油を，乳化剤

と して 5EO 　oley 】　atcehol を添加 して 製した Emu 且sion を用い て

試験した．その 結果，Oil　 emulsion の 添加は散布液滴の平均径

を増加 させ ，ドリフ 1・しうる小さい 液滴 （100 μm ）の 割合を減

ら した．メチ ル 化 した アマ ニ 油て量 も効果が高か っ た．

　 S．MacaskM ら （ペ イズ 1；
一

大学，2D −Oll） は Talstar（a．　i．
bifenthrin）フ ロ ア ブ ル を spinning 　d正sc　sprayer を用 い て ULV

散 布 を行 っ た ときの 16種類の Adjuvant の 液 滴サ イ ズ に 与え

る影響 に つ い て報告 した．散布液の粘 度 を増 加させ な い ような

Adjuvantで は影響 は小さか っ た の に 対 し，ポ 1）マ ー系 の ad −

juvantで は影響が 大 き く液滴を大きくした．また ， 液滴の 電荷

を小 さ くする と， 蒸散す る傾 向が現れ散布 ス ペ クトル が ミス ト

状を呈 した．

　L．Keesljng（Dow 　Agro，2D −012）は，可燃性の 製剤の 適切な

るハ ン ド11 ン グ方法に つ い て電気化学的側 面 よ り報告した．1

例 として TeloneTM（1，3−dicloropropen　94％品）の 様に 導電性の

液体 （接地 抵抗 109　ohm ／m 以下 ）で あ るな らば ポ リエ チ レ ン 性

の 貯蔵 タ ン ク を用 い る こ と が で きるが，非導電 性 の液 体 に つ い

て は静電 気等 に つ き注意を要する と報告 した．また，水分含量

と抵抗性 に つ い て も検討 して お り，Telone の 場合抵抗が最 も小

さ い の は 乾燥状 態の とき と報告 した．

　Z ．Gerstlら （Israel，2D−014）は，クレ ー
ある い は ク レ

ー・ポ

リマ
ー

をべ 一
ス とした controLled 　release 　f（）rmulalion （CRF ）の

ア ラ クロ
ール の 放出性に つ い て試験 する と ともに，制御要因に

つ い て DTA ，　 XRD ，　 SEM ，　 FTIR を用 い て解析 した．まず初め

に ，
ペ クチン をべ 一

ス として 製した CRF 及 び ア ル ギ ン 酸 をべ

一
ス と して製 した CRF か らの ア ラ ク ロ

ー
ル の 溶 出性 に つ い て

比較試験 し，その 結果ペ クチ ン を用 い た ほ うが放 出速度 が 速 い

こ とを報告 した．（こ れは 水 中で の ゲ ル 化後の Pore　Sizeがペ ク

チ ン の ほ うが 大 きい こ とに よる と推察 して い る ）．本組成 物 に更

に 各種 の ク レ
ー

を加 え て CRF を製 剤 し，その 添加効果 に つ い

て調べ ，Na 一
モ ン モ リ ロ ナイ トを添加 した ときの み ア ラ クロ

ー

ル の 放 出 が 抑 制 さ れ る こ と を報告 した．そ の 原因を DTA ，
XRD

，　 SEM ，　 FTIR を用い て解析し，  DTA に よ り，原体が

Na 一
モ ン モ ll ロ ナ イ トに 取 り込まれ てい るこ と、   XRD に よ

り，モ ン モ リロ ナ イ トの 中間層に 原体が 取 り込 まれて い るこ と，
  SEM に よ り，

モ ン モ リロ ナ イトの edge 　to　edge 　flocksの 中に

原体が 取り込まれて い るこ と，  FTIR に よ リア ラ クロ
ール の

吸収 が ア ミ ド基 の N （また は 0 ）原 子 と水 との 間の 水素結合 に

よっ てい るこ とを示し，それらが放出制御に係る要因であ る と

結論した，

　 R ．M ．　Mendel（Radioagronomy　Research　Centre．　Julich） と

U．Reckmann （Bayer，2D −018）らは イ ミダ クロ プ リ ドをオ レ ン ジ

の 幹に 塗付 した と きの 取 り込 み に つ い て報 告 した．既 存 の 20％

SL 〔Confidor） と 10％の 試験 製剤 を用 い て 塗付 後 の 有効 成分 の

挙 動 を比 較 した．塗 付 30 目後試 験 製剤で は 施用 した
14C

の 約

21％が 葉 中で検 出 されて い たの に 対し，Confidorで は約 2．5％し

か 検出されなか っ た．更 に 木部中に 検出され る イミダ クロ プ リ

ドの 量も製剤に よっ て異な っ てお り，試験製剤で は 処理 30日後

55〜60％が検出さ れ た の に 対 し Confidorで は 約 25％しか 検出

され なか っ た．この 違い は Confidorの 場合塗布直後に 有効成分

が 表皮上 で 結晶化 して し まうの に 対 して，試験 製剤 で は 浸透助

剤 を大量に 含ん でい る為，多くの イ ミダ クロ プ リ ドが 直ちに 浸

透 した こ と に よる と結論 した．

　 K．J．HaH ら （IACR ，　2D −019）は，3種 類 の Adjuvant を用 い

て製 した EC と EW をエ ン ドウ 豆 と大麦に 散布 した ときの Ad −

juvantの 付 着 量に つ い て 報告 した．付着量をdepesits　per　 unit

emission （DUE ）をパ ラ メ
ーター

と して 比較検討 した結果 ，

Adjuvant を加 えて製 した EC と EW か らの 付着量は無添加品

に比べ て有為に 多くなっ て お り， 特に，EW の 付着量に おい て顕

著で あっ た，植物体が若い 場合，£ C 単独 で の 乳化剤の 付着量 と

Adjuvantを添加 した EC での 付着量 は同程度で あ っ た の に 対

し，植物体が 古い 場合 Adjuvantを添 加 した と きの 付着量が 単

独 の ときに 比べ て 有為に優 っ てい た．こ の こ とは，droplet　vol −

ume 　median 　diameters〔VMDs ）と DUE が 密 に相 関 して い る こ

とを裏付 け て い る．Adjuvant と して は，流動 パ ラ フ ィ ン （min −

eral ），大 q油 （vegetable ）と，オ イレ ン 酸 メチル （fatty　acld 　methyl

ester，　MS ） を用 い て い た．

　A．Friedmann ら 〔Novartis，2D −025）は，農薬活性 成分 の 光

分 解．を防 ぐため の 手法に つ い て報告した．原体に よっ て光の 波

長に対す る感受性 が 異な っ て い る．分解に関与する波長 を知 る，
また，どの 時点で光分 解防 止が必要 で あるか を知 る こ とに よ り，
UV 　absorbing 　agent （UVA ）を選 抜す る こ とが で き，光分解を

抑 制 する こ とが で きる．しか しなが ら，光分解防止 の た め には

葉 の 表 面 に UVA の 薄膜を形成す る必 要が あ る．つ まりUVA

を製剤 中に か な り過剰に加 え る必要 が あ り，環境 的側 面 と採算

性の 観点か ら非現実的で ある と結論 した．

　0 、WestphaEら （ベ ル リ ン 工 科大学．2D −028）は，植物体 の 隙

間 を検知 す る事 に よ り農薬散布を中断 するユ ニ
ッ ト〔TU 　Berlin

a　nozzle −switching 　unit ＞を用い て葡萄園 と果樹園で 薬 剤 を散布

し，その 効果 につ き報告 した．本ユ ニ
ッ トを使用 する こ とで 通

常の 散布に 比して農薬散布量 を 30％以上節約す るこ とが で きる

こ と，ドリフ トを 60％以上減 らすこ とが で きるこ とを報告した．

　A ．Knebelkamp ら　（TH ．　Geldschmidt　AG，2D−029）は，オ

イル あ るい は オ イル ベ ー
ス の 製剤 に シ リコ

ー
ン 系 Adjuvant

（Breal（−Thru　S240；　nonionic 　trisiloxane　polyalkylene　oxide
surfactant ，　Break−Thru 　OE442 ；　nonionic 　hydrophobically

modified 　polydimethylsiloxane　copelymer ） を加 え る こ とに よ

り，グレ
ー

プ フ ル ー
ツの 果皮に 対する ヌ レ 性 ， 拡 展性，浸透性

を増加 させ るこ とが で きる と 報告 した．

　H ．Tamura ら （名城 大学，2D −026）は 界面活性剤の エ ピ クチ

ク ラワ ッ クス 層の 溶解の 機構に つ い て 発表した．トマ ト果実か
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ら単 離 され た エ ピ ク チ ク ラ ワ ッ クス とモ デ ル として選抜した コ

レ ス テ ロ
ー

ル と ドト リア コ ン タ ン に 対 す る TritonX （POE

tetramethytbutylphenol ）の 01 溶性 につ い て 試験した．その 結果，

少な くと も4個 の 組 成物 （α，β一amirins ，　tritriacontadiene及 び

hexacosene）が Triton　X の CMC 以上の 濃度で 可溶化 され る事

を報告した，長鎖 の 炭化水素，ドトリア コ ン タン ，トリ ト リア

コ ン タ ン は溶解 され なか っ た．こ の こ とは モ デル として使用し

た コ レ ス テ ロ
ー

ル につ い て も確認された．

セ ッ シ ョ ン 2E　分析化 学

　発 表数 わずか 7題 と最小の セ ッ シ ョ ン で あ っ たが，
“
Discus−

sion
”

にお い て
， その 重 要性 が 強 調 され た，

　B，Y ，　 Gian9 （Zeneca ，2E−001） は新 しい 分 析法 （ES−MS ，

APCI −MS 、　MALDI −MS ，　DECODES ，　TOSCY ．　PFG −NMR ） を

駆使 して 製剤中の 界面活性 剤 の 分析法に つ い て 報告 した．

　T．KrOhl ら （BASF ，2E−002）は Sohd　Phase　Microextraction

（SPME 〕を用 い て の 有効成分 の 蒸気圧 測定法 につ い て報告 し

た．従来の thermogravimetric 　rnethod に 新 しい サ ン プル 調整法

を組み 合 わせ た 方法 で 測 定す るこ と を試み，こ の 方 法 を SPME

法 と命名 した．これ は気相か ら輝散成分を抽出す るため に ポ リ

マ
ー

の 吸 着剤 を被 覆 した Fused−silica　Fibre を用 い る方法 で，

GC とか HPLC との 共用 に よ り容易に 蒸気圧 が 測定で きる と

した．

　D ．F，　Clarke （Central　Science　Laboratories，2E−OO3）は エ チ

レ ン ビ ス ジ チオ カ
ーバ メ イ ト製剤中の エ チ レ ン チ オ ウ レ ア を

CIPAC 法 （MT −162）で 測定 した．その 結果，その 方法 で は抽

出過程 で二 次的にエ チレ ンチ オ ウ レ ア が形 成 され，2度目の 抽

出で理論量の 200％，5度 凵の 抽 出洗浄 で 250％の ETU が 検出さ

れ た 事か ら MT162 は EBDC 剤中の ETU の 測定に は適 さな い

と結
．
論 した．

　G ．Mcgrath　 l：DowAg 【o，2E−005）は キャ ピ ラリー電 気泳 動法

に よる Dissociation　Constant（pK 。値）を測定する 方法 に つ い て

報告した．従来の 滴定 法，吸光度法，比濁法に 比 して  低濃度，

小量の サ ン プ ル で 測定で きる，  測定時間が 短 くて済 む，  高

度に 自動化され てお り効率的に 測定で きる 等の 長 所 が ある．実

際に数種 の 農薬 を用 い て測定した とこ ろ その 結果は文 献値 と よ

く
一

致した．

　医薬分野に お い て は錠 剤 とか被覆錠剤の 製剤 設計に コ ン ピ ュ

ー
タ
ー

が 導入 さ れて い る．GBell（Zeneca，2E −007）は CADChem

system を顆 粒 水和剤の 設計に 適用 し，そ の 結果 を報告 した．あ

らか じめ，製剤 として望 ま しい 物性値を コ ン ピ ュ
ー

タ
ー

に パ ラ

メ
ーターとして 記憶させ ，各原材料の 物性デ

ー
タをイン プ ッ ト

して製剤 を設計させ
，人間が 考 えた処方 との 差を比較検討 した．

種 々 の 試験 の 結果，CADChem が 物性値 の 予 測に お い て 非常に

正 確で あ ると しな が らも満足の い く製 剤 の 開 発に は 不充分 で あ

る と結 論 した．すなわ ち製剤研究者が
“
経 験 と感

”
に基 づ い て

製 した製剤 の ほ うが コ ン ピ ュ
ーターが製した それより数段優 れ

て い た．本手法は 将来重要 に な る と思われるもの の ，新しい パ

ラメ
ー

タ
ー

の プ ロ グラ ミン グが最重要課題 との こ とで あっ た．

プロ フ ィ
ール

中原武良

生年 月 日 ：昭和 19年 4 月8 日

略　　歴 ：昭和 44年 3月鳥取大学大学院農学研究科 農芸

　　　　 化学修了．日本特殊農薬製造 株式会社 を経 て平

　　　　 成元年より現在へ 至 る

趣　　味 ：魚釣り

渡 辺忠
一

生年月日 ：昭和 15年 El月 1 日

略　　歴 二昭和 38年 3 月愛媛大学農学部卒．東邦化学工 業

　　　　　株式会社
・理 化学研 究所 を経 て平成 5年 よ り現

　 　 　 　 　在 に 至 る

趣 　　味 ：旅行

鎌 田泰裕

生年月 日 ：昭 和 30年 3 月 14 目

略　　歴 ：昭和 55年 3 月立教大学 大 学院理 学研 究科 化 学

　　　　　修
．
∫．日本バ イエ ル ア グ ロ ケ ム 株式会社を経て

　　　　　平成 9 年より現在に 至 る

趣　　味 ：コ
ー

ヒ
ー，パ イプ 煙草

鈴木雅博

生年 月 日 ：昭和 33年 8 月 15 日

略 歴 ：昭 和 60年 3 月立教大学大学院 理 学研究科化学

　　　　　修了．同年 4月 よ り現 在 に至 る

趣 　　味 ：テ ニ ス，ス キ
ー
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